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研究成果の概要（和文）：日本、韓国、シンガポールにおいて、国際的に通用する大学資格が取得できる教育プ
ログラムである国際バカロレアが大学入学者選抜・大学教育に受容、実施、浸透、発展される過程を分析し、今
後のIB認証による入学者選抜と大学教育の有効な枠組みの構築を図るため、大学教職員や国際バカロレア修了生
にインタビュー調査を実施した。国際バカロレア・ディプロマは、国により国際バカロレアの活用方法は異な
り、複雑かつ多様化していることが明らかになった。特に日本と韓国の国際バカロレアの活用方法は類似してお
り、近年大きく変わりつつある。長年IB生の受け入れ実績のあるシンガポールの事例が今後の展開の鍵となると
言える。

研究成果の概要（英文）： This research aims to examine the process that International Baccalaureate 
is introduced, implemented, immersed in university admissions and education in Korea, Japan, and 
Singapore, which helps construct effective frameworks to accommodate IB students in Japanese 
universities. In order to do so. I interviewed university faculty and staff members as well as IB 
students attending each university. 
 It found out that the current admission practices in each country are diverse although IBDP is 
known as " an international passport." This create complex system. Especially practices in Japan and
 Korea are similar and have been changing largely these days. Practices in Singapore which has a 
long history to accept and accommodate IB students are going to be a key to explore the best way for
 the future practices in Japan. 

研究分野：大学の国際化、大学入学者選抜
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　大学における国際バカロレア生の受け入れは、近年大きく変わりつつあり、多くの大学で大学入学者選抜にど
のように国際バカロレア・ディプロマを活用すべきか、そして大学に受け入れた後どのように教育フォローアッ
プを行うかが問われている。本研究は今後の国際バカロレア生の受け入れの展開に貢献するものであると言え
る。
　また、これまで日本における国際バカロレアに関する研究が海外に発信されていなかったため、本研究の成果
は国内外にて発信するように努め、海外ジャーナルへの論文投稿、国内外での学会発表を行った。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年、文部科学省主導により「国際バカロレア(International Baccalaureate、以下 IBと呼ぶ) 認
定 200校計画」やスーパーグローバル大学事業により IBを活用した入学者選抜の導入が推進さ
れ、日本での IBへの関心が高まりつつある。国内外共にこれまでの IBの研究は、中等教育に関
するものが大半を占めていた。高等教育に関する研究は、国外では IB修了生の進学先や進学準
備、大学教員やアドミッションオフィサーによる IBの認識、高等教育における IB修了生の学習
成果等、高等学校と大学との接続（以下高大接続と呼ぶ）に関した事例研究が多くはないが多少
は見受けられた。しかしながら、日本の高等教育における IBに関する研究は、これまで殆ど見
当たらなかった。これまでの日本の高等教育における IB研究は、IB機構委託研究「日本の中等
教育における IBデュアル・ランゲージ・ディプロマ・プログラムの実施とその影響」（代表：大
阪大学人間科学研究科 教授/山本ベバリーアン 実施期間 2014.6〜2015.6）にて、申請者が担当
した日本における IB認証による高大接続に関する研究と、IB入試の先駆者である岡山大学の教
員による IB教育のコア要素である Theory of Knowledge（知の理論）の大学のラーニングコモン
ズにおける活用実践研究のみであった（Fast et al. 2014）。ゆえに、日本における IB認証による
高大接続に関する本研究は、新たな研究領域であり、今後一層必要とされる研究分野であると言
える。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、日本、韓国、シンガポールの大学において、国際的に通用する大学資格が取
得できる教育プログラムである IBが大学入学者選抜・大学教育に受容、実施、浸透、発展され
る過程を、教育の借用理論(Ochs&Phillips, 2002)を用いて分析し、今後の IB認証による入学者選
抜と大学教育の有効な枠組みの構築を図ることである。本研究目標を達成するために、次の 3点
を調査する。1)大学入学者選抜に IB資格が活用され始めた経緯・背景、 2)入学者選抜における
IBの位置づけ（入学資格・受験資格）、評価観点（どのような資質・能力を）、選抜方法（どのよ
うな基準・方法で評価するのか）、3)大学教育における IB資格の取り扱い（大学単位認定・飛び
級）及びに学習環境の整備を調査した。 
 
３．研究の方法 
 まずは、国外での高等教育における IBの位置付けを把握するため、文献を整理した。また、
IB 認証による入学者選抜に関する文献に限らず、シンガポールや韓国における大学入学者選抜
全般に関する文献、各国の IBを取り囲む政府の政策を知るための政府資料等、多岐に渡った文
献を調査した。 
 研究対象として、日本と類似した文化背景を有し、入試改革を日本より先駆して行っている
韓国・シンガポールの大学（主に国公立大学）と日本において IB資格を活用している国公立大
学を比較研究した。主に国公立大学を対象に研究したのは、日本での IB資格を活用した入試が
遅れていること、また、全国統一試験を活用し、知識の再生を 1点刻みに問い、その点数によ
り選抜する入試を実施してきた国公立大学が、21世紀型能力、いわゆる新しい能力を育成する
教育を受けてきた IB修了生をどのように受け入れ、その後彼らが満足のいく学習環境を提供し
ているのかを考察するためである。研究対象国・大学を以下のように設定した。 
＜IB入試を導入した日本の国公立大学、および国際化拠点整備事業(以下 G30と呼ぶ)英語コー
ス入学者選抜に IB資格を活用した国公立大学＞ 
(1) 筑波大学  

(2) 岡山大学  

(3) 大阪大学 
＜入学者選抜に IB資格を活用している韓国の日本の国公立大学、および IB修了生の受け入れ
実績ある私立大学＞※韓国は国公立大学数が少ないため私立大学も研究対象に含む。 
(1) Seoul National University （ソウル国立大学） 
(2) KAIST（韓国科学技術院） 
(3) Yonsei University （延世大学） 
＜入学者選抜に IB資格を活用しているシンガポールの国公立大学＞ 
(1) National University of Singapore （シンガポール国公立大学） 
(2) Nanyang Technological University, Singapore（南洋理工大学） 
(3) Singapore Management University （シンガポールマネジメント大学） 
 上記の大学のアドミッション・オフィスを訪問し、入試に関わる教職員および各大学に進学し
た IB修了生にインタビュー調査を行った。アドミッション・オフィスの教職員には 1)大学入学
者選抜に IB資格が活用され始めた経緯・背景、 2)入学者選抜における IBの位置づけ（入学資
格・受験資格）、評価観点（どのような資質・能力を）、選抜方法（どのような基準・方法で評価
するのか）、3)大学教育における IB資格の取り扱い（大学単位認定・飛び級）及びに学習環境の
整備について、IB修了生には IB校から大学への接続に関し、聞き取り調査を行った。 



 
４．研究成果 
 国際バカロレア・ディプロマは、International Passportと呼ばれ、国際的に通用する大学入学資
格であるが、国により国際バカロレア・ディプロマの活用方法は異なり、複雑かつ多様化してい
るということが明らかになった。特に日本や韓国の大学者入学者選抜における国際バカロレア・
ディプロマの活用方法は類似しており、資格を取得した国や IB修了生の国籍により扱いが異な
る。国内で IBを修了した日本・韓国人学生よりも、海外で IBを修了した日本・韓国人学生の方
が受験しやすく、国内 IB修了生は、全国統一試験の受験を求める国内国立大学ではなく、国際
バカロレアの最終試験のスコアを入学者選抜に活用している国内私立大学や海外大学に進学を
する傾向にあった。しかしながら、近年日本において、この状況は変わりつつあり、多くの国立
大学では入学者選抜における IBの活用方法の見直しがなされ、IB特別入試を実施している大学
が増加している傾向にある。現在多くの大学が入学者選抜における改革に力を入れている一方
で、入学者選抜よりも大学教育への接続に課題を感じている学生が多くいる。それは、IB の教
育と日本の大学における教育に大きな乖離があり、講義中心の日本の大学教育への適応に課題
を感じている。今後、大学の入り口から出口までの一貫した改革が必要となる。 
シンガポールの大学では、IB 特別入試は実施しておらず、多様な学生が出願できるよう様々
な大学入学資格を入学者選抜に活用している。また、大学教育においても、講義型授業からアク
ティブラーニング型授業まで多様な学びに対応した授業を提供しており、学生の授業の満足度
は非常に高い。現在、我が国において IB特別入試のような枠組みが入学者選抜において実施さ
れているが、今後 IB修了生のみならず、多様な学生がスムーズに日本の大学に接続できるよう
な枠組みを考える必要がある。シンガポールの事例が今後の日本の大学改革の展開の鍵となる
と言える。 
 これまで日本の高等教育機関における国際バカロレアに関する研究が海外に発信されていな
かったため、本研究の成果は国内外にて発信するように努めた。国際ジャーナルである Boston 
Collegeの International Higher Educationジャーナルに論文を投稿、そして国内外の高等教育や国
際教育関係の学会にて学会発表をした。 
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